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カ
ル
テ
ル
と
呆
気
費
動

ー
カ
U
F
4
プ
U
F

加
盟
者
を
中
心
と
し
て
!

国

一
、
緒

言

キ長

競

下
で
あ
る
。

カ
ル
テ
ル
が
結
成
さ
れ
る
直
接
の
版
図
は
概
ね
牧
続
力
の
低

各
企
業
の
牧
続

し
か
も
激
烈
な
る
競
下
の
結
川
市
、

ち

t

:

f
4
・

ー

カ
ル
テ
ル
と
景
朱
費
動

力
が
苦
し
く
低
下
す
る
こ
と
に
あ
る
。
競
下
山
激
烈
な
る
は
勿

ヘ川町
d
p
川
一
以
ト
札
の
際
で
あ
っ
て
、

需
要
減
法
し
て
な
汁
企
業
は
販
費
高

そ
印
刷
持
し
難
く
な
り
、
お
め
に
又
依
伶
も
兆
一
し
〈
引
下
げ
ら
れ

る
。
そ
こ
で
各
企
業
は
相
集
っ
て
カ
ル
テ
ル
を
結
成
し
、

」コλ

相
互
の
続
下
を
制
限
し
、
牧
続
力
を
維
持
乃
一
全
精
進
せ
ん
と
す

る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
叉
、
不
日
抗
日
瓦
中
に

vM技
産
業
部
門
に

戎
る
程
度
の
軌
市
川
が
什
は
れ
た
後
、
景
気
が
恢
復
に
怖
じ
て
、

収
日
耐
力
の
明
大
を
妨
げ
る
紘
一
下
の
激
化
が
珠
恕
さ
れ
る
忙
及
ん

ぺ
-
、
引
り
め
こ
カ

b

F
ル
ぶ
結
成
さ
れ
る
と
と
も
あ
る

か
く

F

一

仰
れ
に
せ
よ
カ
ル
テ
ル
は
成
立
の
最
初
か
ら
呆
気
付
足
跡
~
と
離
る

ぺ
か
ら
ざ
る
閥
係
を
も
っ
。

最
近
の
世
界
経
済
恐
怖
に
際
し
て
各
闘
が
カ
ル
チ
ル
助
長
政

策
を
ur一
り
、
そ
の
矯
め
種
々
な
る
法
令
を
制
定
し
た
の
は
常
然

で
あ
る
o

か
、
る
政
策
が
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
恐
慌
の
緩
和
、
若

く
は
少
く
と
も
恐
慌
の
切
り
抜
け
を
日
的
井
一
し
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
川
市
し
て
迷
せ
ら
れ
る
で
る
ら
う
か
。

換
言
す
れ
ば
、
加
盟
企
業
に
と
っ
て
カ
ル
テ
ル
は
景
気
費
動
の

影
響
を
如
何
に
緩
和
す
る
か
、

と
い
ふ
こ
と
は
一
つ
の
問
遁
で

第
間
十
巻

第
五
波

四

1L 

じ



カ
ル
テ
ル
と
景
気
盛
動

あ
る
。以

下
、
第
一
に
カ
ル
テ
ル
は
一
般
に
、
各
景
気
段
階
に
於
て

如
何
な
る
活
動
を
行
ふ
か
を
明
か
に
し
、
第
二
に
工
業
の
種
類

如
何
に
土
っ
て
カ
ル
テ
ル
の
抗
動
に
相
違
あ
る
こ
と
を
論
じ
、

最
後
に
カ
ル
テ
ル
が
生
産
費
K
如
何
た
る
影
響
を
汲
ぼ
す
か
の

問
問
k
一
蜘
川
[

此
等
一
一
一
割
の
考
察
仁
よ
っ
て
、
h
-
-
J

一一
J

一iJ，
，

れ

-

「

ノ

引

μμハ
J
引

ω

如
何
に
し
て
加
盟
企
業
佐
景
気
礎
動
の
影
響
よ
り
売
れ
し
む
る

か
を
見
た
い
と
思
ふ
。

=
、
カ
ル
テ
ル
の
債
格
と
景
気
費
動

資
本
主
義
的
園
民
経
済
は
沈
滞
・
恢
復
・
繁
栄
・
表
敬
の
過
程

を
絶
え
や
繰
返
す
。
此
の
一
週
期
を

F
降
期
と
上
日
計
期
と
に
分

つ
こ
と
も
出
来
る
。
す
ぺ
て
の
粧
持
活
動
が
此
等
の
段
階
に
肱

じ
て
礎
化
す
る
の
で
あ
る
ョ
カ
ル
テ
ル
は
各
景
気
段
階
に
於
て

如
何
な
る
偵
格
を
得
ん
と
す
る
か
。
伯
仲
情
は
カ
ル
テ
ル
所
動
の

中
心
で
あ
る
か
ら
、

」
の
黙
を
先
づ
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、
。

h
I
弐
が
出
来
得
る
限
り
大
な
る
利
潤
を
符
ん
と
努
力
す
る
こ

第
四
十
巻

7L 

/、

第
五
披

四

と
、
従
っ
て
販
寅
一
両
・
生
産
費
等
の
黙
を
一
舷
除
外
し
て
い
へ

ば
、
可
及
的
高
債
格
を
以
て
販
寅
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
自
由
競
争
下
の
企
業
に
於
て
も
、

カ
ル
テ
ル
加
即
企

業
に
於
て
も
、
又
好
長
気
た
る
と
不
景
気
た
る
と
す
ら
問
は
や
、

と
の
感
受
る
と
と
ろ
は
友
い
。

而
し
て
叉
事
賞
上
カ
凡
テ
凡
は

1J I~l; 
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43 
る

る
る
程
度
に
於
て
自
主
的
に
畑
山
格
決
定
そ
行
ひ
符

る
と
こ
九
-
の
、

こ
の
地
位
は
カ
ル
テ
ル
が
市
場
供
給
者
の
大
部

分
を
包
括
し
、
そ
の
聞
の
競
争
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
の
で
る
る
。

か
く
て
一
般
に
カ
ル
テ
ル
の
偵
格
は
白
山

競
争
の
債
格
上
り
高
く
、
且
加
盟
企
業
の
口
棋
は
、
繁
築
期
・
沈

滞
期
を
問
は
や
、
そ
の
淵
占
的
地
位
が
許
す
限
り
の
一
口
川
き
偵
格

を
得
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
常
で
あ
る
。

然
し
カ
ル
テ
凡
が
常
に
よ
り
高
き
似
絡
を
得
ん
と
す
る
跨
米

政
策
を
と
る
事
に
疑
川
を
挿
む
一
酔
が
な
い
で
は
な
い
。

例
へ
ば

ム

1
ス
、
リ
1
7
7
ン
の
如
き
之
で
る
る
。
緊
都
心
期
・
沈
滞
期
を

通
じ
て
の
高
き
的
格
と
劉
立
し
て
考
へ
ら
れ
る
の
は
州
諸
安
定

的
特
で
あ
る
。
印
ち
批
等
の
設
は
、

カ
ル
テ
凡
は
好

H
A
U

小
気
に
も
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的
格
引
上
げ
を
甚
し
く
せ
十
、

不
景
気
に
は
依
俗
低
落
を
防
止

し
、
か
く
し
て
全
憶
を
通
じ
て
依
格
の
振
幅
を
小
友
ら
し
め
ん

と
す
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
之
は
弐
の
諸
坦
由
か
ら
導
き

mJ4

れ
る
。好

景
気
に
債
格
を
著
し
く
引
上
げ
る
と
き
は
、
第
一
に
、

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
寅
現
及
び
輸
入
日
間
の
競
争
を
容
易
な
ら
し

め
、
第
一
一
に
、
加
皿
金
主
自
身
の
設
備
も
過
度
の
摘
張
に
陥
り

易
い
。
故
に
た
見
の
明
あ
る
カ
ル
テ
ル
指
導
者
は
、

次
の
恐
慌

ト

γ孟
袈
J
M

R
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十告

げ

宇
一
節
制
す
る
。
此
の
瓢
に
つ
い
て
は
話
代
工
業
経
営
の
本
質
的

事
情
か
ら
来
る
安
定
要
求
を
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
近
代
の

犬
工
業
は
英
大
な
る
回
定
資
本
を
用
ひ
か
。
そ
れ
は
永
き
期
間

に
瓦
り
使
用
せ
ら
れ
、
岡
定
費
が
そ
の
間
常
に
費
用
中
の
大
な

る
部
分
を
占
め
る
。
こ
の
故
に
債
俸
の
低
落
を
苦
痛
と
す
る
と

共
に
、
又
容
易
に
生
産
設
備
の
休
止
九
年
一
行
ふ
こ
と
を
得
泣
い
。

好
景
気
の
償
絡
吊
上
げ
は
設
備
摘
張
を
促
進
す
る
が
、
同
定
費

a 

大
な
る
経
倍
に
於
て
は
不
景
気
の
反
動
が
殊
に
甚
し
い

3

，
刀
ノ
¥

の
如
き
事
情
か
ら
償
絡
の
特
使
動
、

及
び
之
に
よ
る
牧
谷
の
後
動

カ
ル
テ
ル
と
景
集
費
動

を
少
か
ら
し
む
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。

第
一
二
に
、
大

な
る
カ
ル
テ
ル
は
活
動
の
γ
小
柄
滋
宇
一
招
き
易
〈
、

刷
出
格
協
定
が

充
分
自
由
競
争
偵
絡
の
時
間
動
に
追
随
し
得
な
い
こ
と
が
あ
る
。

第
四
に
、

有
名
な
る
カ
ル
テ
ル
が
輿
論
の
非
難
を
怖
れ
て
稽
相

ア

な
る
叫
営
業
政
策
を
旨
と
す
る
こ
と
、
第
五
に
、
極
め
て
有
力
な

る
カ
ル
テ
ル
が
市
場
の
動
き
を
克
右
せ
ん
と
し
て
、
景
気
の
動

き
と
離
れ
て
自
己
が
定
め
た
る
倒
絡
を
ぷ
く
維
持
せ
ん
と
す
る

こ
と
が
考
へ
ら
れ
な
い
な
も
な
い
。

、3
i
f
t
f
〆
一

/
-
t
、

)
i
t
E〕
T
U
T

-
，
ペ
ニ

vimm
イ
U
K
Z
1
u
h
P
1

川一フ川
'
t
ふ

s
p
u
r
-
、J
ω
J守

EL引
十
れ
に

ν
お
口
十
十

安
定
合
認
め
る
が
、
一
般
に
は
十
分
に
安
定
の
利
往
が
理
解
草
れ

τ

ゐ
な
い
と
い
ふ
。
之
に
反
し
ム

1

ス
は
幾
多
の
統
計
数
字
を
以
て
、

街
逸

ω最
近
に
お
げ
る
景
気
獲
動
に
づ
い
て
|
|
殊
に
生
産
財
工
業

に
つ
い
て
は
|
|
債
格
の
安
定
が
現
貨
に
設
明
さ
れ
る
と
す
る
(
前

掲
書
、
三
五
|
五
O
頁
)
。
然
昌
広
ウ
オ
ル
フ
ア
1

ス
ば
之
を
抽
象

的
に
考
察
し
、
上
記
の
如
、
き
い
は
ず
路
海
外
的
原
閃
に
よ
る
外
は
か

〉
る
管
業
政
策
は
考
へ
ら
れ
な
い
と
い
ム
、
玄
に
は
ム

1

ス
の
統
計

扱
字
の
吟
味
に
は
立
ち
入
ら
宇
し
で
、
之
を
抽
象
的
に
考
察
し
た
い

と
思
=
A

。

以
上
の
安
定
債
俗
政
策
を
一
読
明
す
る
諸
現
向
を
検
す
る
に

」
の
政
策
の
一
一
間
た
る
、
不
況
期
に
於
て
上
り
高
き
例
絡
を
維

第
凶
十
巻

JJLJ 
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カ
ル
テ
ル
と
景
気
盤
動

判
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
疑
ふ
徐
地
が
た
い
。
そ
れ
は
同
定
費
に

ー 法
く
安
定
要
求
か
ら
も
、
叉
カ
ル
テ
ル
の
協
定
す
る
債
絡
が
.
加

川m
者
中
の
目
以
も
高
き
生
産
党
を
棋
叩
正
せ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。
然
し
他
の
一
一
面
、
却
ち
好
況
期
に
比
較
的
低
き
的

栴
に
て
販
資
せ
ん
と
す
る
根
強
は

k
記
諸
黙
を
以
て
し
で
も
首

I J 
，~C-

，〆

u 
，る

iこ

Al 
5 
~， 
(') 
-，酔
IJ >. 

J~/~ 

v、
。

司王

女F

議

存在
ji同
11ft 
j毛

ホ
月
Lt・
t
V
書
作
付
刊
を
仁
け

1
1と
Z
L
f
辛口市

lmvq中
仏

『

rL川

j
q

る
と
こ
る
で
あ
っ
て
、
事
資
、

一
般
に
カ
ル
テ
ル
は
長
気
利
用

の
策
を
選
ぶ
の
を
見
る
。
次
の
呆
気
段
階
を
抽
出
棺
し
て
中
市
川
穏

和
友
る
債
格
政
策
を
行
ふ
カ
ル
テ
ル
は
屡
と
例
示
さ
る
h

ラ
イ

ン
・
ウ
エ
ス
ト
7

ア
リ
ア
石
炭
カ
ル
チ
ル
の
如
き
例
外
的
揚
合

に
過
ぎ
た
い
で
あ
ら
う
。

HA
礼
に
由
っ
て
之
を
み
れ
ば
、
好
景
気
に
は
現
賞
の
事
情
と
し

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
又
は
外
国
品
、
若
く
は
代
用
品
の
競
争

が
存
在
せ
る
と
と
、
カ
ル
テ
ル
治
動
の
官
僚
的
不
活
溌
悠
司
の
貼

か
ら
、
カ
ル
テ
ル
の
充
分
な
る
例
格
吊
上
げ
が
賞
現
さ
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
カ
ル
テ
ル
の
山
営
業
政
策
と
し
て
は
、

常
に
可
及
的
高
侠
格
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
眼
前
の
利
径
を

て、

第
間
十
巻

第
あ
拡

九

O 

凹

1"1 

折
て

Lm格
騰
武
に
追
随
を
4

一
五
引
へ
る
如
き
こ
と
は
一
般
に
は

考
へ
ら
れ
な
い
。

而
し
て
不
公
気
に
於
け
る
似
格
低
下
は
勿
論

苦
痛
が
犬
き
く
、

カ
ル
一
ナ
ル
は
そ
の
力
に
よ
っ
℃
牧
徒
低
下
を

防
止
せ
ん
と
す
る
。
高
間
絡
の
要
求
も
努
力
も
不
況
期
に
於
て

殊
に
ふ
へ
た
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
所
謂
安
定
倒
的
m

は
之
ψ
一
巧
へ
る
三
と
が
出
来
な
い
。

同
巳
匹
巴
町
川
d

圃
四
怯
官
史
、
，

H
V
圃

P
I
M
p
-
H崎
s
b
p
t
4
5

・
b
z
F
E

目

当

量

E
・J
当
3
1
う

J

J・
白
川
豊
島
コ
議

カ
ル
テ
ル

カ
ル
テ
ル
が
市
揚
に
到
し
狐
占
的
地
位
を
い
山
め
、

以
て
右
放

に
γ

出
動
す
る
限
り
、

足
気
の
下
降
矧
に
於
一
」
特
に
的
伸
明
の
低
蒋

を
防
止
す
る
と
と
は
上
に
述
べ
た
る
通
り
刊
一
あ
る
。
然
る
に
カ

ル
テ
ル
の
市
場
支
配
の
程
皮
は
場
合
に
よ
っ
て
異
る
が
故
に
、

そ
の
景
気
持
波
動
に
射
す
る
活
動
も
一
概
に
之
を
論
や
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
今
工
業
の
種
知
に
よ
っ
て
こ
の
瓢
に
一
般
的
差
異

あ
る
と
と
を
論
じ
、
景
気
持
世
動
遇
税
に
於
け
る
工
業
部
門
の
異

る
姿
と
割
問
…
せ
し
め
て
考
察
し
た
い
。

色》

も カ
江 ) し

?う h テ

ib 1レ

る1)の
。市

牛 目
安剖

地L

4立
(1) 

白1
以
を
J犬
定
-'-9 

る
"f-i 多ぐー

素
l立
u 
h 

な

ア
ウ
ト
+
イ
ダ
ー
の
生
産
品
及
び
輸
入
円
聞
が

r:ecb三r:o..th. I"kγmくHlern(
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品
商
品
に
於
て
幾
何
の
部
分
を
占
め
る
か
、

代
用
品
の
有
無
、

仰
向
議
商
品
の
稲
川
骨
範
間
中
午
、

カ
ル
テ
ル
と
市
場
と
の
関
係
は
そ

の
一
。
加
盟
者
の
教
の
多
少
、
規
模
の
た
小
均
費
、
指
導
者
の

b
包

T
J

、

品
川
口

J

，ノ

商
品
性
質
が
統
制
に
技
術
的
に
泊
せ
る
や

T
h

け
や
等

ル
子
ル
の
内
部
の
結
合
及
び
統
制
技
術
の
諸
貼
は
そ
の
つ
。

の
外
法
制
、

共
他
閥
次
の
保
必
・

F
J等
は
そ
の
三
に
算
へ
ら

れ
る
。然

る
に
工
業
を
大
川
し

?γ
一
直
は
に
に
と
泊
究
財
工
花
と
に

‘，

J
i
!

、

ペバ
f
て
し
川

7
f
b
L
」告』

i
〉

i
t
-
-
2
7
i
:
j
i
I
;
:
1

I
J
4
r
~
叶
川
市
首
ヰ
持
い
/
:
ヨ

J門
4
1
下
刊
作
目
，
刀

7
1
t

明
ら
か
た
差
異
あ
る
こ
と
を
見
る
の
で
あ
る
。
原
料
工
た
・
半

製
品
工
業
の
如
き
生
産
財
工
花
に
於
て
は
、

山
間
定
資
本
は

戸
-
大
に
し
て
、

ア
ウ
ト
手
イ
ダ

I
の
成
立
は
比
較
的
困
雄
、

の
他
市
場
閥
係
は
一
般
に
簡
軍
で
あ
り
、
原
料
崎
市
を
伴
ふ
こ

と
も
展
と
あ
る
。
又
間
企
涜
者
数
は
少
く
、
商
品
の
碍
煩
は

比
較
的
少
数
に
し
て
そ
の
焚
化
も
少
い
。

間
基
礎
産
業
た
る

。
放
を
以
て
園
家
の
カ
ル
テ
ル
保
選
も
慨
し
て
生
産
財
工
業
に

'
s
s

、O

H
H
L
 

こ
の
故
に
此
等
工
た
は
慨
し
て
カ
ル
テ
ル
遁
性
を
具
へ
.

市
場
に
強
力
ιな
る
活
動
を
行
ひ
得
る
。
鍵
山
た
・
織
鋼
法
・
犬
化

力

T
ア
ル
と
長
椙
抽
出
型
動

カそ

車
工
業
・
紡
績
誌
等
は
そ
の
代
表
的
な
る
も
の
で
あ
る
。

之
に

封
し
消
費
財
工
業
に
あ
り
で
は
事
情
は
疋
に
反
針
で
あ
っ
て
、

カ
ル
テ
ル
は
統
制
困
難
な
る
た
め
有
数
な
る
活
動
を
た
し
得
た

ぃ
。
又
カ

L

T

江
の
組
織
さ
れ
ざ
る
部
門
も
少
く
な
い
。

十
以
に
於
て
概
槻
的
に
、

生
内
川
削
工
廷
に
於
て
は
強
力
な
る
力

ル
テ
ル
が
統
制
を
/
行
ひ
、

消
費
財
工
廷
に
あ
り
で
は
カ
ル
テ
ル

な
き
か
、
又
は
弱
き
カ
ル
テ
ハ
が
存
在
し
て
ゐ
る
と
見
る
こ
と

が
山
内
山
市
る
一
。
此
の
羽
生
考
慮
し
て
陥
没
の
考
察
を
補
完
し
な
け

vし
v
t
h

戸i
h

〉

戸

九

、

。

、I
'仁
4
/
F
P
L
4
K
L

た
づ
景
気
の
上
昇
期
に
於
て
は
附
部
川
と
も
的
伯
勝
賞
を
見

る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
消
費
財
工
去
に
於
で
は
節
制
な
き
間

格
吊
上
げ
と
同
一
以
備
損
張
と
が
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
他
方
生
産

財
部
門
に
於
て
は
、
本
来
、
た
な
る
川
定
資
本
の
放
に
阿
川
格
及

び
生
産
掠
張
の
波
動
の
大
た
る
こ
と
は
夙
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る

が
、
カ
ル
テ
ル
が
組
織
さ
れ
て
ゐ
て
も
こ
の
事
情
を
鐙
化
せ
し

む
る
も
の
で
は
な
い
.

一
般
に
カ
ル
テ
ル
は
景
気
の
卜
~
昇
を
利

用
ぜ
ん
と
す
る
?
あ
ら
う
。
然
し
呆
気
が
不
況
へ
樽
ビ
て
後
の

反
動
を
慮
っ
て
足
気
に
遮
随
す
る
こ
と
を
抽
出
へ
る
揚
合
は
比
較

第
凹
十
巻

P，1 
~/i 

:JL 

第
五
放

Industrialismus， 1930， S. 290-302， Liefrnunn， a. a. .，0.， .S. 30-39・
~Iuhs. a. a.. 0.， s.-60 u. s. -.W. -; ¥Viedenfeld， :1. a. 0.， S. 135 
高田保馬博士、経済事新議、第一-11:春、 2日 259頁、 267-270頁、 3り0-393頁33) 



カ
ル
テ
ル
主
景
朱
費
動

的
稀
で
あ
る
。

尖
に
景
気
が
最
高
賭
に
達
し
て
後
下
降
期
に
入
る
友
ら
ば
、

自
由
競
争
下
に
あ
る
か
、
叉
は
低
級
な
る
カ
ル
テ
ル
の
組
織
さ

れ
℃
ゐ
る
消
費
財
部
門
は
急
速
な
る
債
格
の
低
落
を
見
る
。
蓋

し
こ
の
部
門
の
企
業
は
慨
し
て
資
本
小
な
る
た
め
、

一
方
で
は

生
ー
尽
の
仲
純
比
較
的
終
日
却
に
行
は
れ
、

間
体
の
暴
落
と
共
に
生

庄
の
休
止
さ
る
L
も
の
締
出
す
る
で
あ
ら
う
が
、
札
方
向
綴
年

の
結
果
破
滅
す
る
企
業
も
多
い
。

之
に
劃
し
生
産
財
部
門
に
於
て
は
本
来
景
気
の
」
設
類
と
共
に

巨
大
た
る
同
定
設
備
が
不
要
と
な
っ
て
債
格
は
暴
落
レ
、
し
か

も
回
定
費
の
慶
治
大
た
る
た
め
景
気
よ
り
受
く
る
背
痛
は
大
で

あ
る
。
然
る
に
此
の
部
門
に
て
活
動
す
る
カ
ル
テ
ル
は
室
岡
た

る
結
合
を
な
し
、
充
分
注
る
生
産
制
限
を
行
っ
て
債
格
低
落
の

勢
に
抗
す
る
。
こ
れ
が
た
め
生
産
財
の
憤
絡
は
消
費
財
に
比
し

て
必
守
し
も
大
た
る
低
落
を
一
不
さ
な
い
。
む
し
る
消
費
財
部
門

の
犠
牲
に
於
て
僅
少
在
る
程
度
の
下
溶
に
喰
ひ
止
め
る
こ
と
も

出
来
る
で
あ
ら
う
。

然
し
乍
ら
強
力
た
る
生
産
財
ヱ
業
カ
ル
テ
ル
で
あ
っ
て
も
そ

第
四
十
巻

九

第
五
務

一
四
六

の
高
債
格
維
持
に
は
限
界
が
あ
る
。
第
一
に
、
既
に
述
べ
た
る

如
き
一
般
に
大
な
る
固
定
費
に
基
く
安
定
姿
求
に
限
界
が
あ
る
。

即
ち
あ
る
程
度
の
販
寅
数
量
の
減
少
を
招
い
て
も
、
高
き
債
格

を
維
持
す
る
と
と
を
有
利
と
す
る
揚
合
が
多
い
の
で
あ
る
が
、

然
し
、
時
に
は
寧
ろ
和
低
き
債
格
に
て
販
寅
し
、
以
て
生
産
高

宮
出
来
る
だ
け
維
持
す
る
こ
と
を
有
利
L
一
ず
る
こ
と
も
あ

h
o

，.，
I

L

P

F

J

a

l

 

依
存
は
，
初
日
刈
活
相
暗
A口
K
J
d
を
E
凡
る
寸

f
1
1
7
r
E
;
F
，
 

定
し
住
将
を
材
川
ぃ
ポ

L
日
(

矯
め
に
著
し
〈
敗
賀
高
が
減
少
寸
る
な
ら
ば
、
生
産
財
工
業
に

於
け
る
如
き
固
定
費
大
な
る
経
営
に
て
は
一
個
首
り
の
生
産
費

は
急
激
に
増
大
す
る
。
し
か
も
需
要
の
弾
力
性
大
怒
る
商
品
な

ら
ば
侠
絡
の
吊
上
げ
〈
若
く
は
下
降
期
に
於
げ
る
維
持
)
に
上
っ
て

販
賀
高
の
減
少
が
急
激
で
あ
る
。
か
L
る
と
き
に
は
版
貰
僚
裕

維
持
は
む
し
ろ
苦
痛
を
甚
し
く
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
生
産
高

を
安
定
に
維
持
す
る
た
め
に
債
格
を
こ
そ
費
動
せ
し
め
る
方
が

有
利
た
詩
で
あ
る
。
前
者
と
後
者
と
、
即
ち
債
格
の
安
定
と
操

業
の
安
定
と
、
何
れ
の
策
を
採
る
べ
き
か
は
、
主
と
し
て
そ
の

生
産
設
備
の
事
情
、
そ
の
南
口
聞
に
劃
す
る
需
要
の
弾
力
牲
に
よ

っ
て
定
ま
る
。

一
般
的
に
い
っ
て
生
産
高
維
持
に
何
等
か
の
程

同書、 285-286頁。
MUh:s， a. a.り"お， 8[， 

4) 
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度
に
於
て
顧
慮
が
排
は
れ
ね
ば
な
ら
ね
と
こ
ろ
に
不
景
気
に
於

け
る
高
債
格
の
限
界
が
あ
る
。

第
二
に
、
購
買
力
の
披
少
と
い
ふ
駄
に
も
高
償
絡
の
限
界
が

存
す
る
。
景
気
が
下
降
に
縛
じ
て
需
要
が
減
退
に
向
っ
た
と
き
、

有
力
た
る
カ
ル
テ
ル
は
充
分
に
生
産
量
を
制
限
し
て
需
要
に
遁

合
せ
し
め
、

以
て
債
格
を
維
持
せ
ん
と
す
る
内
然
し
沈
滞
期
が

日
間
く
去
さ
は
、
同
附
山
貝
カ
は
錠
と
萎
縮
し
需
裂
は
愈
と
減
や
る
。

ど
も
こ
ち
句
〉
ド
カ
レ
戸
「
レ
川
氏
先
日
右

E
Y
b庁
f
一
え
て
授
賞
乞

z
r
w
f
h
!
f
i
v

一

Y

一

、

円

JA!Jhh
正
戸
、
〈

4
1
ホ
1
d
l
」

f

L

E

!
目

If ~~[ 
ざ村
る乙
をご
千尋 止
なり
くよ71
なぷi
るG)ィ、
。 ii-!

tAべ白十
h
t
n刷
。
自
己

r
p
s

-
4
5
B
U
L
l
北
l
x
r
H
J

け
れ
ど
も
唯

生
産
従
っ
て
販
賀
高

を
調
節
し
て
よ
く
常
裂
に
遁
合
せ
し
め
、
少
く
と
も
破
壊
的
競

争
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
財
カ
ル
テ
ル
に
あ
っ
て
は

慣
怖
の
下
溶
は
遅
れ
、
且
傑
少
な
る
程
度
に
止
る
で
あ
ら
う
c

か
く
し
て
カ
ル
テ
ル
活
動
は
、
長
気
上
昇
期
に
於
て
は
生
産

川
刷
工
業
と
消
究
財
工
業
と
に
於
て
異
っ
た
方
向
を
~
不
さ
な
い
け

れ
ど
も
、
下
降
期
に
生
産
財
部
川
の
葉
闘
な
る
カ
ル
テ
ル
は
消

費
財
部
門
に
於
け
る
弱
糧
カ
ル
テ
ル
に
比
し
て
、
依
格
下
廿
併
に

強
〈
抵
抗
し
，
之
を
護
れ
し
め
且
僅
少
な
る
程
度
に
止
め
得
る
。

カ
ル
テ
ル
ル
}
景
気
輔
君
動

回
、
生
産
費
切
下
げ
の
可
能
性

景
気
が
下
降
を
穣
け
哀
剰
刺
期
よ
り
沈
滞
期
を
経
過
す
る
問
、

消
費
の
著
し
き
減
退
は
強
力
な
る
カ
ル
テ
ル
に
針
し
で
も
償
絡

引
下
げ
を
強
ひ
る
。
そ
の
間
一
方
に
は
一
般
物
債
の
低
落
と
共

に
生
産
費
は
低
く
た
る
。
然
し
乍
ら
他
方
に
於
て
生
産
制
限
に

よ
っ
て
生
産
費
遁
増
の
事
情
も
あ
る
。
殊
に
回
定
費
の
大
な
る

日場
h
z
=

う
〉
戸

-
t
-
司
'fり
主
主

E
主
宰
し
く
咋
日
〉

H
d
L

4
引
J
E
t
-

“3
1
ト
ド
一
，
f

J

T

J

!

-

q

i

h

-

-

r

f
』
仇

o
t
'れ
い
a
r
l

-
4

、-
3

-「

q
J
9

E
L
i
-
-
!
?
p
:〔
?
{
v
r
I
P
-
-
7
f
i
t
-
-
'「
』

が
£
会
『
一
時

k
u
m荒
川
信
将
ム
ア
仲
介
4J
透
唱
T
F

加
則
砂
川
岩
『

の
最
も
高
き
生
産
賀
V

と
の
聞
に
相
蛍
の
開
き
が
存
す
る
け
れ
ど

も
、
債
格
の
低
下
す
る
と
共
に
此
等
問
者
の
差
は
-
次
第
に
小
と

な
り
、
遂
に
は
消
滅
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
強
力
な
る
カ
ル

チ
ル
は
生
産
制
限
に
努
め
て
と
の
開
き
の
消
械
を
防
ぐ
こ
と
も

不
可
能
で
は
な
い
が
、
然
ら
ざ
る
カ
ル
テ
ル
に
於
て
は
債
絡
下

落
の
矯
め
に
生
産
費
を
償
ひ
得
ざ
る
加
盟
容
の
生
や
る
こ
と
は

止
む
を
得
な
い
。
蕊
で
生
産
究
を
切
下
げ
る
こ
と
が
軍
大
た
る

問
題
と
な
る
。
生
産
費
を
切
下
げ
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
そ
と
に

一
路
が
聞
け
、
不
景
気
よ
り
受
け
る
打
撃
を
絞
和
す
る
と
と
が

第
四
十
巻

第
五
披

四
七

j~ 
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カ
ル
ナ
ル

t
景
気
勢
動

川
来
る
。

力
士
?
ル
は
こ
の
駄
に
つ
い
て
知
何
た
る
活
動
を
た

す
か
。生

産
費
切
下
げ
に
就
て
は
一
wiη

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
マ
デ
ル

ン
・
ト
ラ
ス
ト
等
の
庁
が
カ
ル
チ
ル
上
旬
油
川
県
大
で
あ
る
。
カ

ル
テ
ル
は
い
主
と
し
て
市
場
の
刑
判
山
的
地
位
の
利
用
に
上
っ
て
加

j

叶、4

一件、、
)

f

M一円一、
γ
1
1
A札し一
=
J
j
p
J
J
1
J
J

〉

?

う
J

3

0

川
口

F
2て
A

問
中
/
J
叩

j
石
己
一
吉
よ
り

z
v
y
u
-
-
J
-
4
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l
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1
品川

目

H
U
J
l
L
U

一
者
の
'
川
苛
」
J
U
4
4
州
民
料
ん
け
佐
川
叫
に
止
す
る
何
川
、
山
花
比
ら
れ
?
勺
《

的
軍
に
い
へ
ば
、
第
一
に
加
川
m
符
相
互
の
接
近
、
第
二
に
剣
山
口
日

品
川
大
競
下
、
第
三
に
向
車
純
金
川
い
に
封
す
る
混
合
企
花
の
優
越
性

カ
ル
テ
ル
は
資
本
的
結
合
を
準
備
し
促
進
す
る
。

通、，、

カ
F
一

然
し
乍
ら
他
方
、

か
L

る
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
・
ト

ラ
ス
ト
等
に
依
ら
や
し
て
新
技
術
の
採
用
そ
の
他
の
ん
口
迎
化
の

方
法
が
あ
る
。
合
理
化
が
大
な
る
資
本
を
要
せ
ざ
る
場
合
は
、

カ
ル
テ
凡
の
も
つ
同
誌
組
合
的
性
質
が
之
を
促
進
す
る
?
あ
ら

う
。
然
し
又
少
か
ら
ざ
る
資
本
を
必
裂
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

か
L
る
担
額
合
|
|
今
問
題
は
不
況
期
で
あ
る
か
ら
一
般
に
資
本

を
得
る
こ
と
困
難
で
あ
る
が

l
|カ
ル
テ
ル
加
山
企
決
に
と
っ

て
は
比
較
的
有
利
な
る
事
情
が
あ
る
。
第
一
に
、
好
景
気
の
際

第
川
十
品
官

-JL 

1"1 

第
五
批

~LI 

ノk

及
び
友
初
期
の
初
め
に
於
け
る
高
附
俗
及
ぴ
加
即
符
問
の
利
潤

差
矧
よ
り
立
高
性
目
さ
れ
た
る
資
本
に
よ
け
、
自
己
余
融
の
立
が
あ

る
の
み
た
ら
や
、
第
二
に
.

カ
ル
テ
ル
は
そ
の
統
制
の
故
に
他

の
部
門
よ
り
向
き
牧
一
位
を
線
忽
せ
し
む
る
が
鴻
め
、
資
本
を
位

得
す
る
こ
と
も
容
易
守
あ
る
。

1

i

l

:

)
『

J
;
-
:
t
1
J
e

・

:1

h
ι
!
o
自
Ji，
J
1
k
u
り
1
礼
一
つ
川
、
仁
叶
』
品
川
ヂ
旬

7
刊
を
，
弘
長

に
す
み
け
れ
ど
も
、

FK、
『
日
こ
い
口
七
日

u
ι
p
-
A
1百
ト
占

/

l

J

、

I
R
t
ノ

長
1

辛
苦
土
H
昨

t
l
b

巾
J
f
、IC-

も
引
下
げ
を
妨
げ
る
作
刑
も
大
で
あ
る
。
山
ち
、
好
景
気
に
は

一
日
川
き
似
格
と
創
刊
川
山
明
大
競
争
と
の
則
か
ら
過
度
の
設
備
繍
張
を

促
し
て
、
生
産
費
を
向
か
ら
し
め
る
傾
向
あ
り
、
下
降
期
に
も

例
外
総
持
に
よ
っ
て
劣
等
武
備
の
淘
汰
を
妨
げ
、
従
っ
て
保
秀

た
る
設
備
に
よ
る
慣
絡
引
下
げ
の
可
能
性
を
減
殺
す
る
作
用
が

あ
る
。
た
と
び
不
況
期
に
於
て
技
術
の
泣
歩
に
依
り
生
産
費
引

下
げ
を
行
ふ
場
合
に
も
、
之
に
よ
っ
て
生
産
尚
が
噌
加
す
る
な

ら
ば
生
産
制
限
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
L
た
る
c

そ
の
設
備
改
良
を
友
す
企
定
者
自
身
は
、

そ
の
結
果
改
良
の
数

川
市
が
多
少
一
減
殺
さ
る
L

こ
と
を
橡
怨
し
て
、
向
且
此
の
迭
を
選

ん
だ
の
で
あ
る
が
、
他
の
加
印
有
の
生
産
費
は
一
唐
十
回
向
く
友
り
、

カ ルテル市町lの分析(経済論叢、第三

日》日--1，(2
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時
に
は
優
秀
な
る
設
備
も
一
部
休
止
を
除
儀
た
く
さ
れ
る
。
か

く
て
改
良
撫
張
が
一
般
に
行
は
れ
h

ぽ
、
生
産
費
は
之
を
充
分

に
引
下
げ
る
こ
と
を
得
在
く
た
る
。
円
以
近
に
於
て
各
岡
工
仙
北
田
作

は
好
景
気
に
も
全
部
の
設
備
能
力
が
利
用
さ
れ
や
、
下
降
朗
に

於
て
は
貨
に
膨
大
な
る
過
剰
設
備
を
擁
す
る
。
こ
の
寅
情
の
責

任
は
少
く
と
も
一
部
カ
ル
テ
ル
に
於
て
之
を
負
は
な
け
れ
ば
な

'
t
。

F
一-K

又
そ
れ
だ
け
カ
ペ
テ
ル
は
生
産
費
古
川
の
版
刷
止
な
し
て

ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
万
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
、

カ
ル
テ
ル
は
生
柁
費
の
切
下
げ
を
助
長
す

る
作
用
を
も
つ
け
れ
ど
も
、
他
方
之
を
昂
騰
せ
し
む
る
傾
向
も

必
一
だ
弧
く
、

一
慨
に
之
を
論
や
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

五
、
結

i論

カ
ル
テ
ル
に
加
盟
せ
る
金
誌
が
景
気
質
動
に
劉
し
て
行
ふ
前

動
を
以
上
に
於
て
大
略
説
明
し
た
。
印
ち
カ
ル
テ
ル
は
侭
格
に

つ
い
て
は
、

好
景
気
に
も
不
対
気
に
も
引
上
げ
を
日
擦
と
す
る

こ
と
.
並
び
に
安
定
例
格
政
策
の
例
外
的
な
る
こ
と
を
示
し
た
。

不
況
期
に
そ
の
活
動
の
重
黙
が
置
か
れ
、
そ
の
主
要
な
る
殺
果

カ
ル
テ
ル
と
景
気
費
動

は
こ
の
時
期
に
務
柿
さ
れ
る
。
然
し
乍
ら
何
れ
の
産
業
部
門
に

於
て
も
問
機
な
る
活
動
が
見
ら
れ
る
の
で
は
た
く
.
原
料
工
業

半
製
品
工
業
に
於
て
こ
そ
、
間
俗
統
制
の
要
求
も
強
く
可
能
性

も
大
な
の
で
あ
る
。

出
し
て
景
気
下
降
の
深
ま
り
ゆ
く
に
従

ひ
、
吠
第
に
似
格
は
低
落
し
、
十
紙
に
生
産
費
切
下
げ
の
必
要
が

湿
る
が
、

カ
ル
テ
ル
は
大
慌
に
於
て
此
の
貼
に
大
な
る
可
能
川
口

を
一
不
さ
な
い
。

以
「
の
如
く
l
て
カ
ル
テ
λ

の
祈
動
は
上
昇
矧
に
も
下
険
制
州

に
も
相
川
料
を
口
叩
f.げ
ん
と
し
、
下
降
期
比
搬
若
に
立
を
脚
貝
明
f

る
a

こ
の
貼
よ
り
し
て
カ
ル
テ
ル
は
加
問
企
業
に
と
っ
て
確
か

に
有
利
で
あ
る
。
下
降
矧
に
於
て
、
生
産
費
の
切
下
げ
に
貢
献

す
る
と
こ
ろ
は
た
と
へ
少
く
と
も
、

比
較
的
向
き
償
格
を
維
持

し
て
牧
谷
力
の
減
退
を
防
ぐ
な
ら
ば
、

カ
ル
テ
ル
な
き
場
合
に

容
易
に
院
る
企
誌
の
破
滅
か
ら
免
れ
る
こ
と
を
可
能
た
ら
し
め

。
る

そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
カ
ル
テ
ル
は
そ
の
間
格
及
び
生
産
の

統
制
と
相
倹
っ
て
、

又
そ
の
市
場
洞
察
力

K
E
り
、
市
場
に
戎

る
程
度
の
秩
序
を
も
た
ら
す
。
不
況
期
に
於
け
る
偵
格
維
持
は

第
四
十
巻

大6
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カ
ル
テ
ル
と
景
気
回
噌
動

反
闘
よ
り
見
れ
ば
生
産
を
需
要
に
適
合
せ
し
む
る
も
の

εあ

る
。
こ
の
貼
は
、
自
由
競
争
に
於
て
は
、
的
絡
が
需
要
に
述
舷

す
る
の
と
叫
制
服
を
一
不
」
円
。
之
と
共
に
、
カ
ル
テ
ル
の
個
々
の
活

動
を
決
定
す
る
た
め
に
は
熟
練
在
る
市
況
見
透
し
を
必
要
と
す

る
が
、

こ
の
方
圏
に
沿
け
る
努
力
と
経
験
と
は
市
場
の
混
飢
を

任
十
J
H
ず
d
汗
J

也
生
ト
一
礼
二
、

t
t
j
，
1
1
1
1
'
I
J
 

市
場
槻
測
の
不
定
分
に
柊
〈
姥
肋

カ
ル
テ
ル
は
破
壊
的
競
争
を
除
き
・
自
↑

山
競
争
を
秩
序
上
く
行
は
し
む
る
組
織
な
り
と
い
ふ
の
も
之
が
↑

た

め

で

あ

る

。

一

か
く
し
て
カ
ル
テ
ル
は
直
接
加
盟
者
の
矯
め
に
景
気
の
愛
一

動
、
殊
に
耳
語
す
る
抵
抗
力
量
(
へ
、
就
川
恐
慌
の
影
響
一

カ
ル
テ
ル
研
究
初
期
の
事
者
が
カ
ル
テ
ル

:
7
-
'
〉

-
V』

a
a
j
・

》

i
l
}
3

+ザ

-
M
4
1
7
7
H
n
げ
代
f
J
L
f
J
生

Y
F
r

〉

1
〉

」

込

〉

f
;

と

『

川

r
n
k
z
v
由

C
島
M

膨れ

制
山
凶
惜
焚
動
の
振
幅
が
縮
小
さ
れ
、

又
度
敬
一
も
少
く
た
る
。

ア

ル
フ
ウ
ェ

1
パ
ー
が
、

を
緩
和
せ
し
め
る
。

に
恐
慌
排
除
、
若
く
は
緩
和
の
力
彰
り
と
考
へ
る
に
至
っ
た
の

は
之
が
た
め
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
「
僚
格
安
一

定
」
と
「
景
気
安
定
、
若
く
は
恐
慌
排
除
」
と
は
同
一
蹴
す
る
と

と
が
出
来
た
い
。
蓋
し
上
に
説
き
た
る
如
く
、
債
格
の
安
定
は

第
凶
十
巻

第
五
披

:ti: 
O 

:九

ノ、

認
め
ら
れ
た
い
。

の
み
た
ら
や
仮
令
一
部
に
依
格
安
定
が
行
は

れ
る
と
し
て
も
、
図
民
経
済
中
に
は
狙
く
カ
ル
テ
ル
化
さ
れ
た

る
産
業
部
門
の
外
に
、
内
初
き
カ
ル
テ
ル
を
持
つ
部
門
も
あ
り
、

叉
カ
ル
テ
ル
組
織
友
き
部
門
も
あ
る
。
従
っ
て
カ
ル
テ
ル
を
む

す
る
産
業
部
門
の
慎
絡
吊
上
げ
が
カ
ル
テ
ル
友
き
部
門
に
如
何

た
る
影
響
を
胤
(
へ
る
か
、
之
に
よ
っ
て
一
般
的
景
気
費
動
日
如

1
7
'
i一
j

i

l

，L

似
た
と
結
認
を
と
Y
〉
古

Uι
九
日
一
札
〉
主
骨
、
川
政
・
ι
3
1
v
F
d
H

nビ
T
I
F
Fオ
d
-
J十
3
n
，
刀
ザ
世
4
E
E
，
x.，
古

若
く
は
繋
迎
が
速
か
に
完
了
す
る
か
、

と
い
ふ
こ
と
は
更
に
別

個
の
研
究
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
然
し
こ
の
賠
は
次
の
機
合

に
譲
り
、
唯
設
に
は
、
カ
ル
テ
ル
が
加
盟
者
に
針
す
る
放
出
加
と
、

景
気
持
拠
動
そ
の
も
の
に
及
ぼ
す
影
響
と
は
全
然
混
同
を
許
さ
た

い
こ
と
を
強
調
し
た
い
と
思
ふ
。
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